
 

 

 

ノルウェージャンクルーズラインの 

ノルウェージャン ビバが竣工 

  

 - 最新鋭プリマクラス 2隻目が引き渡しに -  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2023年 8月 7日（東京） -  56年の歴史を通して、常にイノベーターとしてクルーズに新機軸を打ち出

してきたノルウェージャンクルーズライン（NCL）が本日、革新的プリマクラス 2隻目となるノルウェージャ

ン ビバの引き渡しを受けました。イタリアのマルゲーラにある有名なフィンカンティエリ造船所で竣工した

もので、これによりブランドが保有する客船は全 19隻となります。 

 

プリマクラス船の 1隻目は 2022年に就航した賞受賞のノルウェージャン プリマで、今回はそれに続く

もの。同クラスは 2028年までに全 6隻が予定されています。ノルウェージャン ビバの登場は、クルー

ズのレベルをさらに引き上げるものとなります。本船のキャッチフレーズ 「Live it Up（大いに楽しむ） 」

は、グレードアップしたサービス、より広々としたデザイン、3層構造のビバスピードウェイなどのスリル満

点の船内アクティビティ、新しいダイニングコンセプト、個性を競う 11の飲食店が並ぶオープンエアのフ

ードマーケットであるインダルジフードホール等々、先駆的なクラスだからこそ実現するより充実したゲス

ト体験と船内の特性を言い表しています。 

https://www.ncl.com/jp/ja/?CID=PR_PRT_NA_NA_PRS_NEWS_PRS_VIVAGP_NA_NA_NA


 

 

ノルウェージャンクルーズ社長デビッド･J･ヘレラは、「プリマクラスのような優れた船は、フィンカンティエ

リのような優秀な造船所との共同作業によってのみ可能となります。今日、いよいよノルウェージャン ビ

バの引き渡しという記念すべき日を迎え、また来週にはお客様をお迎えしてこの素晴らしい船に命を吹

き込む日を迎えられることを大変うれしく思います」としています。 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ノルウェージャン ビバは、プリマクラスならではの特徴に加え、この船だけの特筆に値する魅力も備えて

います。洋上初上演となるトニー賞ノミネート作品「ビートルジュース」もそのひとつ。ティム･バートン監督

による 1988年の同名映画をミュージカル化したもので、乗客は不死身の登場人物と一緒に「Live it 

Up」することができます。夜のエンターテイメントプログラムには、プレス･ユア･ラック･ライブもあります。

テレビで人気のクイズ番組をそのまま取り入れた参加型ゲームショー体験で、参加者は賞品を獲得でき

るというもの。 

 

全長 294m、14万 3,535総トン、乗客定員 3,100名のノルウェージャン ビバをぐるりと取り囲むボード

ウォーク「オーシャンブルバード」では散策しながら海を身近に感じることができ、屋外彫刻庭園「ザ・コン

コース」もあります。この庭園はノルウェージャン ビバのために再構想されたもので、ノルウェージャンク

ルーズライン･ホールディングスの客船でこれまでに紹介された 6人のアーティスト（ケヴィン･ボックス、

ジョナサン･プリンス、アリック･レヴィ、リチャード･ハドソン、ソフィー･エリザベス･トンプソン、パブロ･アチ

ュガリー）の作品が展示されます。初登場のサステナブルカクテルバー「メトロポリタンバー」には、英国

の現代デジタルアーティストのドミニク･ハリスがノルウェージャン ビバのために特別にデザインした全長

52 フィートのインタラクティブアート作品「Every Wing has a Silver Lining」が展示されます。 

 

フィンカンティエリ造船所ピエロベルト･フォルジエロ CEOは、「ノルウェージャン ビバは、ノルウェージャ

ンクルーズラインとの素晴らしいパートナーシップの証です。革新的なプリマクラスの一翼を担えることを

誇りに思うとともに、今後も数年にわたりさらに 4隻のプリマクラスでパートナーシップを継続できることを

楽しみにしています」と述べています。 

 

ノルウェージャン ビバは初就航として 2023年 8月 10日から一連の地中海とギリシャの島々を訪れる

クルーズを実施。正式な命名式はラテングラミー賞受賞アーティストであり、ノルウェージャン ビバの名

付け親となるルイス･フォンシ出席のもと、2023年 11月 28日にマイアミで行われます。ラテンポップの

女王パウリナ･ルビオ、「サタデー･ナイト･ライブ」の出演者でマイアミ出身のマルセロ･ヘルナンデス、歌

https://flairjapan.us17.list-manage.com/track/click?u=2fe4dbeaea55d83cb89b9469c&id=2fec3f81f7&e=0dc54762d5
https://flairjapan.us17.list-manage.com/track/click?u=2fe4dbeaea55d83cb89b9469c&id=53042281a6&e=0dc54762d5
https://flairjapan.us17.list-manage.com/track/click?u=2fe4dbeaea55d83cb89b9469c&id=19ce688985&e=0dc54762d5
https://flairjapan.us17.list-manage.com/track/click?u=2fe4dbeaea55d83cb89b9469c&id=36e192dd37&e=0dc54762d5
https://flairjapan.us17.list-manage.com/track/click?u=2fe4dbeaea55d83cb89b9469c&id=456b85da0b&e=0dc54762d5
https://flairjapan.us17.list-manage.com/track/click?u=2fe4dbeaea55d83cb89b9469c&id=456b85da0b&e=0dc54762d5


 

 

手のペドロ･カポによるパフォーマンスも予定されています。命名式を終えたノルウェージャン ビバは、

2023年 12月から 2024年 3月にかけて、プエルトリコのサンフアンを母港にカリブ海クルーズシーズ

ンに入ります。寄港地は英領バージン諸島のトルトラ、アンティグアのセントジョンズ、バルバドスのブリッ

ジタウン、セントルシアのカストリーズ、セントマーチン島のフィリップスバーグ、米領バージン諸島のセン

トトーマス。 

 

ノルウェージャンクルーズラインの受賞歴に輝く 19隻の客船と世界各地のクルーズについての詳細お

よび予約は https://www.ncl.com/jp/ja/  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

https://www.ncl.com/jp/ja/


 

 

 

ノルウェージャンクルーズラインについて  

ノルウェージャンクルーズラインはその 56 年の歴史を通して、常にイノベーターとしてクル

ーズに新機軸を打ち出してきました。特に、好きな時に食事ができ、様々なエンターテイメ

ントが楽しめ、フォーマル着用といったドレスコードがないなど、ひとりひとりのゲストにとっ

て理想的なクルーズバケーションを自由にデザインできる柔軟性は、クルーズ業界に革命

をもたらしました。最先端 ･コンテンポラリーを標榜する全 19 隻の保有船が、ノルウェージ

ャンのプライベートアイランドのグレートスターラップケイ（バハマ）やハーベストケイ（ベリー

ズ）を始め、400 もの世界の人気のデスティネーションを隈なく巡っています。ノルウェージ

ャンクルーズラインは地上および船上での優れたゲストサービスに加え、受賞歴に輝くエ

ンターテイメントとダイニングオプション、さらには 1 人旅用ステートルーム、クラブバルコニ

ースイート、スパスイート、そしてザ･ヘブン by ノルウェージャンと名付けられたラグジュアリ

ースイート専用エリア等の豊富な選択肢でアコモデーションを提供しています。最新ニュ

ースとスペシャルコンテンツは NCL Newsroom。Facebook、 Ins tagram 、Tik  Tok、

YouTube は@NorwegianCruiseL ine。Twi t ter は@CruiseNorwegian。  

 

ノルウェージャンクルーズラインはノルウェージャンクルーズライン･ホールディングス

(NYSE: NCLH)の完全子会社です。詳細は https://www.nclhltd.com/ 

 

 

【発行元】 ノルウェージャンクルーズライン PR株式会社フレア 

https://www.nclhltd.com/

